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問1 病気やけがをせずに、自分の力で元気に生活できる期間のことを何といいますか。 （2016年　神奈川公立入試　類似）

1.  平均寿命 2.  健康寿命 3.  社会保障期間 4.  介護期間

問2 日本の国の財政において、1989年に国民福祉の充実などのための安定財源として導入された税について述べた文として、最も
適切なものを次の中から選びなさい。 （2024年　東京都公立入試　類似）

1.  商品の販売やサービスの提供に
対して課される間接税であり、景
気の変動に左右されにくい安定し
た歳入源として位置づけられてい
る。

2.  個人の所得に対して課される直
接税であり、所得が高いほど高い
税率が適用される累進課税制度が
採用されている。

3.  企業の利益に対して課される直
接税であり、企業の経済活動の状
況によってその歳入額は大きく変
動する。

4.  特定の物品を購入した際に課さ
れる個別間接税であり、道路の整
備や維持管理などの特定の目的の
ために徴収される。

問3 日本の一般会計予算において、所得税や消費税といった税金などの「歳入」と、社会保障や公共事業などの「歳出」の関係に
ついて述べた文として、正しいものはどれか選びなさい。 （2015年　長野県公立入試　類似）

1.  歳入には税収だけでなく、将来
の世代が返済する義務を負う借金
である公債金が含まれることがあ
る。

2.  歳出のほとんどは公共事業費で
占められており、医療や年金など
の社会保障費は含まれない。

3.  歳入における税収が歳出の総額
を常に上回っているため、国が借
金をする必要はない。

4.  政府が国民生活のために行う支
出は、銀行が企業に資金を貸し出
す金融活動と同じものである。

問4 現在の日本の財政において、歳入のうち税収などで賄いきれない不足分を補うために発行されている「公債」に関する説明と
して、仕組みや背景を正しく述べているものはどれですか。 （2025年　鹿児島公立入試　類似）

1.  将来の世代が返済の負担を負う
ことになる、国による借金であ
る。

2.  返済の義務がない資金であり、
国の純粋な利益として計上され
る。

3.  地方公共団体が国に無償で提供
する寄付金のことである。

4.  日本銀行が政府の許可なく、通
貨を増刷して全てを賄う仕組みで
ある。

問5 日本の財政において、税収だけでは歳出（支出）を賄えない場合に不足分を補う目的で発行される公債（国債）について、そ
の性質を説明したものとして正しいものを選択してください。 （2019年　埼玉県公立入試　類似）

1.  将来の国民が支払う税金で返済
する必要があるため、将来世代へ
の負担となる側面がある。

2.  日本銀行が通貨を発行して直接
買い取ることが法律で義務付けら
れており、国の借金にはならな
い。

3.  一度発行すれば返済の必要はな
く、国の資産として永久に積み立
てられる仕組みである。

4.  地方公共団体が発行する地方債
とは異なり、利息を支払う必要が
ない無利子での発行が原則であ
る。

問6 日本国憲法第25条が保障する生存権の理念に基づき、病気や失業などによって生活に困窮する人々に対して、国や地方自治体
が「健康で文化的な最低限度の生活」を保障し、自立を助けるために設けられている制度を何といいますか。 （2019年　三重公立入試　

類似）

1.  公的扶助 2.  社会保険 3.  社会福祉 4.  公衆衛生

問7 法人税の性質や仕組みについて正しく説明しているものはどれですか。 （2021年　兵庫公立入試　類似）

1.  税金を納める義務がある法人
が、実質的な税の負担者でもある
直接税に分類される。

2.  税を納める義務がある者と実際
に負担する者が異なる、間接税の
代表的なものである。

3.  国ではなく、都道府県や市町村
などの地方公共団体が課す地方税
に分類される。

4.  景気に関わらず常に一定の税収
を確保するため、赤字の企業にも
一律に課される。

問8 日本の社会保障給付に必要な財源（お金の出所）の構成について、1965年から2019年までの長期的な推移を踏まえた説明と
して正しいものはどれですか。 （2023年　神奈川県公立入試　類似）

1.  社会保障給付費のなかで年金が
占める割合は、高齢化の影響を強
く受け、長期的に見て高い水準を
維持し続けている。

2.  社会保障の負担額を抑えるた
め、財源に占める税金（公費）の
割合は、1960年代の統計と比べて
大幅に減少している。

3.  給付額の増大に対応するため、
現在は保険料による負担をすべて
廃止し、消費税などの税金のみで
全額を賄っている。

4.  日本の社会保障制度は「公助」
を基本としているため、個人の支
払う保険料よりも国や地方の負担
額の方が常に少ない。



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説

問1 答え 2
健康寿命

「健康寿命」とは、日常的に介護を必要とせず、自分らしく健康に過ごせる期間のことです。この
期間が長くなれば、多くの人が元気に活躍し続けることができます。

問2 答え 1
商品の販売やサービスの提供に対して課
される間接税であり、景気の変動に左右
されにくい安定した歳入源として位置づ
けられている。

1989年に導入された消費税は、消費者が税を負担し、事業者が納付する間接税です。所得税などの
直接税と比べて景気や人口構成の変化の影響を受けにくく、少子高齢化が進む日本において社会保
障制度を支える重要な財源となっています。

問3 答え 1
歳入には税収だけでなく、将来の世代が
返済する義務を負う借金である公債金が
含まれることがある。

国の予算である一般会計では、税収だけでは支出（歳出）をまかないきれない場合、国債を発行し
て「公債金」という形で借金をして収入を補っています。現在の日本では、高齢化などの影響で社
会保障関係費が増大しており、歳入の大きな割合を公債金が占めていることが課題となっていま
す。

問4 答え 1
将来の世代が返済の負担を負うことにな
る、国による借金である。

公債（国債）を発行して得た資金は、現在の歳出を賄うために使われますが、これは将来にわたっ
て利子を付けて返済していかなければならない「国の借金」です。したがって、多額の公債発行が
続くことは、将来世代への負担増につながるという問題を含んでいます。

問5 答え 1
将来の国民が支払う税金で返済する必要
があるため、将来世代への負担となる側
面がある。

公債（国債）は国の借金であり、利息をつけて返済しなければなりません。その返済資金は将来の
税収から賄われるため、現在の予算不足を補うために公債を大量に発行することは、将来の世代に
負担を先送りすることに繋がります。日本銀行による直接引き受けは、通貨の価値を下げインフレ
を招く恐れがあるため、原則として禁止されています。

問6 答え 1
公的扶助

この制度は、憲法で定められた生存権を実現するための中心的な仕組みです。他の社会保障制度と
は異なり、利用者が事前に保険料を支払う必要はなく、その費用はすべて公費（税金）で賄われま
す。生活保護法などがこの制度の根拠となっています。

問7 答え 1
税金を納める義務がある法人が、実質的
な税の負担者でもある直接税に分類され
る。

税金は、納税義務者と税負担者が一致する「直接税」と、一致しない「間接税」に分けられます。
法人税は、法人が自らの所得から直接国に納めるため、所得税などと同様に直接税に分類されま
す。これに対し、消費税は消費者が負担し、事業者が納めるため間接税となります。法人税は企業
の利益に対して課されるため、景気変動によって税収が大きく増減する特徴があります。

問8 答え 1
社会保障給付費のなかで年金が占める割
合は、高齢化の影響を強く受け、長期的
に見て高い水準を維持し続けている。

社会保障給付費の内訳をみると、年金・医療・福祉その他に分類されますが、高齢者人口の増加に
ともない、年金の給付額は長年にわたり非常に大きな割合を占めています。財源は主に現役世代や
企業が納める「保険料」と、国や地方自治体が投入する「税金（公費）」から成り立っています
が、給付額の増大に合わせて政府の財政的役割は拡大しており、税金が果たす役割も重要性を増し
ています。


